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目.，.，，i.•園E喧右勧
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淡い裳まで観測｜できる

<I・心阿波数
掛引阿波数恥1
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鷹野敏明・永瀬雌ヰ・宇野賢針・巾田裕之・

高村民蜂〈千集大〉

第 16か，］J電境リモートセンシングシンポジウム

20141ド21121円

レーダFALCON-Iとマイクロ波肱射illによる
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》 哩｛刷州による恥r
受信憶力乃

._ fレーダ一方圏石石間

レーダーbiMI珂（－ Z

FALCON-lのデータから、Ul直雲水町m:r前LWPを求め、
FALCON-Iの性能を評｛附する。 ) 

FAL仁ON-Iで得られたレーダ反射因子ZからLWPを算
出し、マイクロ波放射計で観測されたLWPと比較した。

レーザー反射因干と粒径の関係［レイリー）
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(Liquid Water Content) 

ー単位体積当たりの雲粒の総量

ミEみず

雲水

鉛直雲水積算値（LiquidWater Path) 

ー雲水量を鉛直方向に積算した値
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二つの!bi定 Frisch凶 al.(1998)

仮定 I一一一「、／一一仮定 H

警のや径分野3次（r•） ＝門戸）
己完が馴立。 (k：一定数）

~~· 
... 」，，.. , 

3次モーメントと6次モーメントの
関係（倍磨屋他2004)

雲の粒干密度（Numberdensity）が高度
方向によらず一定である．

寸骨

航空慣による観測から層雲では成り立つ二
とが確認されているNicholls(1982)

大陸性雲の平均値

N =288x 10・［m-'J

MIies et al.(2000) 

Po6 

説副

・受動観糊
・マイクロj鹿領域
のm磁肱射を，ti・測
している
－水ぷ気と雲によ
る水位を測定して
いる．

比較対象となった
7イクロ披肱射，＇i J 
｛手奨文学1111白河ートセンシ1 研究セて二：＿＿＿，－＇

マイクロ波放射針 1分間Iこ2回I FALCON-I 1分間に6回

マイクロ波放射訓と FALCO!¥-Iの！，WPの相｜別について調べた ,..,, 

I 3次モーメン卜の2jftと6次モーメ
ン 卜が比例 （』凪三三と止）

fl. Kを定としている但製 レーダ以射凶正の受l,J強度が
ー15dBZを摺に段径分イ＂のh北大lli>'J•

谷線測タイミングごとに

レーダu：射凶チがー15d日Zを
超えたチャヰJレ｛レンジ）を

検ill

極圏量世 2曲4 P司1

町· ~叫己小：叫N，（日）
τ＝2・NJ:r'11(r)dr = ~ ('!'; 

4・レ 刊ド（，＇）＇l <•L I ( 

• N=N, I ,I 
金高度を積算
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相関が良い2012年8月31日(12-14)

明，m 時 1附・・m
相関が悪い 2012年9月T日｛刊一13)P・09

-15dBZを超えるチャネルは
一つも検出されなかった

相1町が必いデータ

15dBZを超えるチャネルが ．岬f
多数検出された ｜ 事抑I

' r河ot

レーダ反自.／凶千が 15dl1Zを越えて

いる範閃では相r日iがとれてなく、
FHC日N-1での ！，Rt’が大きくなっ
ている。
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!'ALCON-IのレーダliH凶「Zにより算出される／，WP
受信強度がーl5d8Z以下の範PHにおいては、
7イクロ波放射，，Iのデータと良い相関
一寸5dRZ以卜．ならば、 FALCOKIで Lfl伊は観測”l能

・サンプル日数を1¥11やす。
ー観測j条刊を泌たす円数が少なく、 I・分な検l涯が行えなかった．

・レーダ反射凶子の受信強度がー15dUZを超える範凶において／，WP
を鉱山できるアルゴリズムの検討。

・2雪水盛だけではなく、：！？氷盆も求めれるようになる．
P市3


	066



